













































































































































































ふ く さ や
九三八」という表記から、単なる屋号との語呂合わせや電話番号を示しているとも考えられ
る。明治に入ってからの大阪での電話の普及状況を知ることの出来る資料として『電話番号簿　明治三十六年三
月一日改』（大阪電話交換局、1903、『大阪商業大学商業誌博物館資料集成　第1集』所収（大阪商業大学商業誌博
物館、2012））がある。しかし、『電話番号簿　明治三十六年三月一日改』には福砂屋の電話番号および2938番での
登録はない。『大阪商業大学商業誌博物館資料集成　第１集』によればこの段階では大阪・神戸での電話加入者は
6341件あり、商店などにも電話がある程度普及していたという。『電話番号簿　明治三十六年三月一日改』には大
阪で電話の契約をした番号はすべて掲載されているため、この段階で福砂屋という屋号では2938番の電話の登録は
なかった事がわかる。
となれば、「二九三八」を電話番号だと考えると、「加寿天以羅」の制作年代は明治36年以降となる。もし、「犀
角蕃紅花香」と「加寿天以羅」が、一方が他方の被せ彫りだったとしても、制作年代に60年以上の間隔があいてい
るのは不自然であろう。また、明治36年以降に「加寿天以羅」のような版画が制作されたのかという点にも疑問が
残る。
一方で、「加寿天以羅」の広告文が大小暦とすると天保14年の制作となる。しかし、「２．制作過程」で触れたよ
うに「加寿天以羅」の方が出来映えがいいことを考慮すると、「犀角蕃紅花香」が被せ彫りで制作されており、「加
寿天以羅」が先の制作であるとも考えられる。だとすると、「加寿天以羅」の制作年代は天保13年以前となる。
以上のことから、「加寿天以羅」の製作年代は天保13年以前、天保14年頃、明治36年以降の３つの可能性を考え
ることが出来るが、そのいずれとするかは判断しがたい。ここでは、「加寿天以羅」の広告文が、大小暦や電話番
号の語呂合わせのどちらである事を前提に制作年代について考察したが、意外と単なる屋号との語呂合わせと考え
た方がいいのかも知れない。しかし、そうなると「加寿天以羅」の広告文は制作年代の指標とはならなくなって
しまう。いずれにしても、『富田万里子コレクション　長崎版画展』図録の「作品解説」では天保13年前後とした
「加寿天以羅」の制作年代については、現時点では判断しがたく、制作年代不明と改めたい。
４．おわりに
本論では、「犀角蕃紅花香」と「加寿天以羅」がいずれか一方の作品を元に他方の作品を被せ彫りを用いて制作
されたことを、「犀角蕃紅花香」は天保13年の小の月を暗示した大小暦であり、制作年代が天保13年頃であること
を述べた。しかし、「加寿天以羅」の制作年代や広告文については確かな結論を導くことは出来なかった。
また、「加寿天以羅」についてはもう一点疑問点が残っている。それは題に書かれた「大阪平野町　福砂屋製」
の文言である。この文言を信じれば、「加寿天以羅」は大阪で配布された引札ということになる。だとすれば大阪
の「福砂屋」なる菓子舗が長崎で作られた版画を元に制作した物だろうか。「福砂屋」は、寛永元年（1624）を創
業として、現在もつづく長崎の菓子舗で主にカステラを販売している。しかし、江戸時代から明治初期にかけて大
阪に出店していたという記録を見いだすことは出来なかった。もしかすると、福砂屋という屋号から長崎風の引札
まで、長崎の福砂屋とは全く関係のない第三者が本家の福砂屋に無断で用いた物かも知れない。
もしくは「加寿天以羅」が「犀角蕃紅花香」より先の制作と考えれば、大阪で摺られた長崎版画風の引札が本家
本元の長崎で模倣されたことになる。長崎風のものを大阪の商家が真似したという流れの方が自然ではあるが、大
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阪で作られた長崎版画風のものが長崎で真似されたと考えてみても興味深い。
いずれにしても長崎版画は研究が進展しているとは言いがたい分野であり、「加寿天以羅」のように判然としな
い部分の多い作品が多く残されている。当館では、今後も長崎版画に関する調査・研究を継続していきたい。
本稿は早稲田大学特定課題研究助成金（2016S-165）による研究成果の一部である。
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図１　犀角蕃紅花香（早稲田大学會津八一記念博物館）
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図２　加寿天以羅（早稲田大学會津八一記念博物館）
―.34.―
會津八一記念博物館　研究紀要　第19号
図３　 阿蘭陀船図　天明年間頃（早稲田大学會津八一記念博物館、
資料番号TM-A-009）
図４　図１と図２を重ねたもの
図５　図１
「犀角蕃紅花香」
部分
図６　図２
「加寿天以羅」
部分
図８　図２「加寿天以羅」部分
図７　図１「犀角蕃紅花香」部分
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図９　図４部分
図10　犀角蕃紅花香
　　 （早稲田大学図書館）
図11　加寿天以羅
　　 （早稲田大学図書館）
図12　図１と図10の犀角蕃紅花香を重ねたもの 図13　図２と図11の加寿天以羅を重ねたもの
